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※ Drug Information は医学部ホームページの下記アドレスにて提供しています。

http://www1.med.gifu-u.ac.jp/drug-info/index.htm 
 



































































































 

院外処方医薬品について 
 

平成 13 年 7 月 1 日新規登録薬品 

医薬品名（成分名） 規格・単位 薬品分類 会社名 

    
フィブラストスプレー（トラフェルミン） 500 g/V 褥瘡・皮膚潰瘍治療剤 科研 
    

 
＊トラフェルミン Trafermin 
【商】フィブラスト Fiblast 科研 
外用：噴霧剤 1 瓶中 500 g（1 噴霧中 6 g） 
【禁】投与部位に悪性腫瘍のある患者又はその

既往歴のある患者，本剤の成分に対し過敏症の

既往歴のある患者 
【効】褥瘡，皮膚潰瘍（熱傷潰瘍，下腿潰瘍） 
【用】添付溶解液 1mL あたり本剤 100 g を用時

溶解し，潰瘍面を清拭後，本剤専用の噴霧器を

用い，1 日 1 回，潰瘍の最大径が 6cm 以内の場

合は，潰瘍面から約 5cm 離して 5 噴霧する。潰

瘍の最大径が 6cm を超える場合は，薬剤が同一

潰瘍面に 5 噴霧されるよう，潰瘍面から約 5cm
離して同様の操作を繰り返す。 
【副】刺激感，疼痛，滲出液増多，発赤， 痒

感，発疹，接触皮膚炎，腫脹，ALT・AST 上昇 
【妊】未確立，有益のみ 
【小】未確立 
【貯】冷所，溶解後 10℃以下冷暗所，2 週間以

内に使用 


